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抄録：【茶道】関連分野（茶人，茶書，茶道具，茶室等）の人名について、【国立国会図書館デ
ジタルコレクション】１） （略称「国会デジコレ」）を主としたデジタル典拠の発見方法を示し、デ
ジタル典拠を系統化し、解説する。〔流派〕や【事項】の系統を論ずることで【日本美術シソー
ラスデータベース】（以下、データベースは「DB」と略す）２）のデジタル典拠化の基となることを
目指す。しかし、紙面の都合上、〔流派〕・〔人名〕と関連する【典拠】のみについて記す。【茶道
具】、【茶室】等に関連する人名は、【ResearchGate】３）に本稿のデジタルデータに加えて更新記事
をメンテナンスする。
Abstract : I show and explain the method of discovering the digital authority, mainly for the

“Japanese tea ceremony” related field from “National Diet Library Digital Collection”. Discuss the

genealogy of the Japanese tea ceremony in order to revise the “Japanese Art Thesaurus Data-

base” under construction. There are restrictions on the page, only people are discussed. Add

names and matters related to tea tools, rooms and garden to “ ResearchGate ”（researcher ’s

SNS）.
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１ 初めに

本稿は【茶道】に関連する分野について、「国会デジコレ」を主としたデジタル典拠を解説す
る。〔流派〕や【事項】の系統を論ずることで【日本美術シソーラス DB】のデジタル典拠化の基
となることを目指す。従って、個々の事項に典拠を記載するが、【ウィキペディア】については
個々の記事に典拠がある場合、その精査のためにも典拠として記述する４）。また、明治時代まで
の辞典は【古事類苑 DB】（略称「類苑」）５）全文◎に記事があり、典拠が記載されているのでこち
らも記す。【コトバンク】は典拠がない故役立たない。しかし複数辞典を併記している故、署名
付き通説として参考までに記載する６）。
また、書影を主としたデジタルアーカイブ７）には前述の「国会デジコレ」以外に以下の DBが

よく利用される。◎【国文学研究資料館電子資料館日本古典籍総合目録 DB】（略称「古典籍
DB」）８）書影◎、◎【Google Books】９）書影◎、◎【nihuINT】１０）書影◎等。
さて、西暦８０４年〔唐〕〔陸羽〕（７３３―８０４）１１）は『茶経』１２）書影◎を著した。茶は薬として〈平安時代

初期〉に〔最澄〕（７６６―８０２）１３）記事全文◎、〔空海〕（７７４―８３５）１４）記事全文◎等によって同年に我が国に将来
されたもの（この事情については〔徐静波〕（２０１１）１５）書影◎、〔陸留弟〕（２００７）１６）書影◎に詳しい）。〈鎌
倉時代〉には禅僧〔栄西〕（１１４１―１２１５）１７解説◎）が喫茶を広め『喫茶養生記』１８）書影◎を表した。また、
禅宗以外にも〔律宗〕中興の祖〔叡尊〕（１２０１―９０）（解説：〔橋川正〕（１９２４）１９書影◎）が弘長二年
（１２６２）二月六日に「儲茶」した記事がある（『関東往還記』）２０）書影◎。茶の栽培は『日本後記』弘
仁六年（８１５）六月記事に「令畿内并近江。丹波。播磨等國殖茶」とあり、〔最澄〕との関連が伺
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わせる２１）全文◎。しかし、著名な事跡は、栄西禅師より茶種を受けた〔栂尾山高山寺〕開祖〔明恵
上人〕２２）書影◎の｛深瀬三本木｝である（解説：〔高山寺〕サイト）２３）全文◎。薬用茶の風習は、〈南北
朝時代〉には【闘茶】２４） （茶の産地当て競技）という遊芸が出るまでになった。即ち、『太平記.
巻丗九』「諸大名讒道朝事付道誉大原野花会事」に貞治五年（１３６６）、〔佐々木道譽〕（１２９６―１３７３）
の記事にあるほど釈家・公家・武家間で流行した２５）書影◎。室町時代、将軍〔足利義政〕（１４３６―９０）
２６）解説◎の【同朋衆】〔能阿弥〕（１３９７―１４７１）２７解説◎は【唐絵】・【座敷飾】の『君台観左右帳記』２８書影◎や、
『御飾記』２９書影◎著した。彼は義政の【唐物数寄】３０解説◎の師であった関係上、義政に〔一休宗純〕（解
説『一休和尚年譜』）３１書影◎の弟子で禅僧〔村田珠光〕（１４２３―１５０２）３２解説◎の「侘茶」を紹介した。義
政が珠光の茶の弟子となった関係や、〔珠光〕弟子で武将の〔古市澄胤〕（１４５２―１５０８）３３解説◎が〔興
福寺〕の【官符衆徒】３４解説◎の関係などの理由で、珠光流の「侘茶」の茶道は、釈家・公家・武家
を中心とした階層に広まった。「侘茶」の系譜は珠光の弟子〔武野紹�〕（１５０２―５５）３５解説◎を経て〔千
利休〕（１５２２―９１）３６解説◎で大成した。以降、禅を基底とした日本文化として定着した。従って、禅
文化や、その上で行われる【茶事】だけでなく、【茶道具】（【茶陶】、【茶釜】、【茶杓】、【香】、【炭】
等）、茶掛けの書画、【立花】、【茶室】【茶庭】等の幅広い知識が必要となる。本稿では、紙面の
都合上【茶人】に関するデジタル典拠を解説する。
典拠のWebサイトは２０１８年２月１１日にすべて確認したので個々の註に日付は記載しない。見

出しにヘボン式読みを加え、カタカナは原綴、中国語はピンインとした。「国会デジコレ―の一般
公開は「書影◎」、「図書館送信資料」は「書影□」、「国会図書館内限定」は「書影△」で表わし
た。また、デジタル処理を容易にするため、必要な人物・団体は〔〕、事項は【】、作品は《》、
典拠は『』、地域は｛｝、日時は〈〉のタグで表記した３７解説◎。典拠論文はハーバード方式３８）にタグ
をいれた。

２ ｛中国｝の茶人

中国の【茶史】関連の探索方法としては「国会デジコレ」で、「インターネット公開資料」、「図
書館送信資料」、「国立国会図書館内限定」をチェックし、キーワードを「茶書」、「茶芸」等で検
索する。中国の茶書全集である『茶書』３９書影◎）や「茶芸」では【電子資料】も表示される。また、
「詳細検索」で【NDC分類】７９１（茶道）で「出版日古い順」１００件ずつ表示する方法もある。
あるいはキーワードを７９１．２（茶道史，茶人伝）と絞る方法もよい。また、【維基文庫】４０全文◎に【清】
〔劉源長〕の『茶史』４１全文・書影◎があり、前述の〔陸羽〕など１９名の著書を記している。ここでは若
干名を記載する。
〔皎然〕（７３０―７９９か）４２全文）唐朝高僧。〔陸羽〕（７３３―８０４）、〔顔真卿〕（７０９―８５）等と史上初の茶室

〔三葵亭〕を作り、〔飲茶集団〕で「茶道」を提唱（〔陸留弟〕（２００８）４３）書影◎）
〔欧陽脩〕（１００７―７２）４４解説全文◎）北宋政治家・文学者。「龍茶録後序」（『欧陽脩集．巻６５』４５））に【貢

茶】を記す。
〔徽宗皇帝〕（１０８２―１１３５）４６解説全文◎） 北宋８代皇帝。茶書に『大観茶論』４７）全文◎に「中国の最上茶は

白色」との記述。

３ ｛日本｝の茶人

３．１ 検索方法

「日本の茶人と茶書」全文の検索方法は、前述の「国会デジコレ」以外にも定番検索手法があ
る。（次の手順は→で示す）
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〇前述の「類苑」註６）で「茶人名」や「茶湯」等のキーワードで検索→
典拠となった書名から「国会デジコレ」や、「古典籍 DB」註８）、【Google Books】註９）や、【nihuINT】註１０）

等で書名検索
〇学術論文は【CiNii Articles】４８全文◎で「本文あり」にチェックしキーワード検索する。また、「全
文検索」にチェックし、例えばキーワードの論理積検索「茶書 利休」で６９件、「茶 利休」５２
件、「茶会記 利休」８９件等表示される→「CiNii PDFオープンアクセス」や「機関リポジトリ」
で全文を選択。
〇２０１７年１月から学会誌等は【CiNii Articles】から【J―STAGE】４９全文◎へ移行した故【J―STAGE】
も利用されたい。
〇「機関リポジトリ」は【JAIRO】５０全文◎で検索する。
〇【Google】検索では、論理積検索に〔機関〕区別や【資料タイプ】などを加える。例えば「茶
書 室町 ac.jp pdf」等。以上のような一般的な検索方法以外は別稿で述べる。
さて、茶人系譜は「類苑」（「遊戯部.九＞茶湯.三＞茶人大系譜」）５１全文◎に「茶道鼻祖：〔珠光〕（中

略）〔眞能〕（中略）」とあるように鼻祖〔珠光〕以下をまとめている。〔珠光〕弟子で将軍の〔足
利義政〕や、〔武野紹�〕弟子の〔本法寺〕〔日通〕（１５５１―１６０８）５２解説◎）のように僧侶もいる。ここ
では、著名な【公家】、【武家】および、【茶匠】の流派を区分する。【茶書】は〔茶匠〕が著する
ものや、〔豊臣秀吉〕５３解説◎の『北野大茶湯之記』のような記録や『松屋会記』５４解説◎などの【茶会記】
などがある。日本の【茶史】関連の史料解題は〔黒川真道〕の『日本喫茶史料』５５書影◎）がある。以
下に記載しなかった日本の茶人は同書から「国会デジコレ」で確認されたい。
３．２ 釈家

前述した〔最澄〕、〔空海〕、〔叡尊〕、〔明恵〕、〔一休宗純〕、〔村田珠光〕、〔日通〕以外著名な釈
家は以下の通り（探し方は【SAT 新修大正大蔵経テキストDB検索】（略称「SAT」）５６書影◎をも推
奨する）。
〔永忠〕（７４２―８１６）〔三論宗〕僧。遣唐使。〔梵釈寺〕住職、〔寿福寺〕大僧都。弘仁六年（８１５）

四月癸亥〔嵯峨天皇〕に献煎茶の記事（『日本後記.巻廿四』）５７書影◎）
〔円仁〕（７９４―８６４）〔天台宗〕僧〔最澄〕弟子。承和五～十四年（８３８―４７）の唐滞在記『入唐求

法巡礼行記』を著す５８）書影◎

〔成尋〕（１０１０―８１）〔天台宗〕僧。１０７２年入宋。５９解説◎『参天台五台山記．八巻』を著す書影◎６０）。
注３８の〔陸留弟〕（２００８）に滞宋の「茶」に関する記事を参照されたい。

〔道元〕（１２００―５３）〔禅宗〕〔曹洞宗〕開祖。〔興聖寺（京都）〕〔永平寺（福井）〕等を開創６１解説◎）。
禅実践の規範を寛文七年（１６６７）に纏めた『永平元禅師清規．巻上』の「赴粥飯法」６２）書影◎

に「大坐茶湯」の記事がある。
〔玄恵法印〕（―１３５０）６３解説全文◎）、〔天台宗〕僧。茶書に『喫茶往来』６４書影◎）がある。
〔沢庵宗彭〕（１５７３―１６４６）６５解説全文◎），〔臨済宗〕僧、〔大徳寺〕１５３世住職。〔徳川家光〕の帰依を

受ける。茶道は〔小堀遠州〕の弟子。「剣禅一如」の書『剣法不動智神妙録』６６解説や、茶
書には『結縄集』６７解説に「お茶を戴く心」がある。

〔隠元〕（１５９２―１６７３）６８解説全文◎）、日本〔黄檗宗〕開祖。日本に【煎茶法】を広める。
３．３ 天皇・公家、武家、官僚等

ここでは、次節にある【茶道流派】を形成していない天皇、公家、武家を記す。
〔嵯峨天皇〕（７８６―８４２）６９解説全文◎第５２代天皇。【三筆】。【華道】〔嵯峨御流〕開祖。茶事は注４９記事

参照
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〔正親町天皇〕（１５１７―９３）７０解説全文◎、第１０６代天皇。茶事は天正十三年（１５８５）、〔豊臣秀吉〕【関白】
就任記念に【禁裏茶会】を催す。〔千利休〕後見「利休居士」号を賜う。〔廣田吉崇〕
（２０１１）「７１書影◎

〔源実朝〕（１１９２―１２１９）７２解説全文◎〔鎌倉幕府〕三代将軍。建保二年（１２１５）二月四日、病につき、
〔葉上僧正〕（栄西）より茶と『喫茶養生記』を受けた記録あり（『吾妻鏡』記事検索方
法７３全文◎）。

〔松平不昧〕（１１９２―１２１９）７４解説全文◎、著書に『古今名物類聚』７５書影◎がある。
〔井伊直弼〕（１８１５―６０）７６解説全文◎１３代彦根藩主。江戸幕府【大老】。茶書に『茶湯一会集』７７書誌）が

ある。
３．４ 茶匠

日本茶道の系譜は「類苑」の「茶人大系譜」や、『読史備要』（略称「備要」１９３８年刊）７８書影◎等
がある。「備要」をまとめると以下の通り（─は弟子、｜は同列の兄弟弟子。紙面の都合で一部
省略。註は、ここでは、著名茶人や【流祖】及び、著書ありの枠付き茶人に付す）。
〔真能〕註２７全文）門 ─〔真芸〕７９解説全文◎─〔真相〕８０解説全文◎─（以下略）

〔空海〕─〔北向道陳〕─〔千利休〕註３６全文）

A〔珠光〕門 ─ a〔足利義政〕｜ b〔志野宗信〕｜ c〔古市澄胤〕｜ d〔宗悟〕｜ e〔宗陳〕
｜ f〔津田宗伯〕

d〔宗悟〕e〔宗陳〕門 ─ B〔武野紹�〕註３４）

B〔武野紹�〕門 ─ a〔武野宗瓦〕｜ b〔津田宗達〕８１解説◎（ ─〔津田宗及〕８２解説◎）｜
c〔神谷宗湛〕８３解説◎｜ d〔細川幽斎〕｜ e〔今井宗久〕８４解説全文）｜ f〔本法寺日通〕註５２｜
�〔千利休註３６全文）〕

�〔千利休〕門 ─ A１〔千道安〕｜ �〔千宗淳〕（小庵）｜ C〔織田信長〕｜ D〔豊臣秀吉〕註５３

｜ E〔古田織部〕８５解説全文）｜ F〔薮内紹智〕｜ G〔蒲生氏郷〕｜ H〔細川三斎〕８６解説◎｜ I

〔荒木村重〕｜ J〔前田玄以〕｜ K〔瀬田正忠〕｜ L〔芝山監物〕｜ M〔高山右近〕
｜ N〔金森長近〕｜ O〔山上宗二〕８７解説◎

（ は利休七哲）８８解説全文）

A〔千道安〕門 ─ A〔金森可重〕｜ B〔桑山貞晴〕（以下略）
�〔千宗淳〕（小庵）門 ─ �〔千宗旦〕｜ B〔山科宗甫〕
�〔千宗旦〕門 ─ A〔千宗拙〕｜ �〔千宗佐（江岑）〕｜ C〔千宗室〕｜ D〔千宗守〕｜ E

〔藤村庸軒〕｜ F〔山田宗 〕８９解説全文）

〔表千家〕
�〔千宗佐（江岑）〕─ �〔良休宗佐〕─ �〔原叟宗佐〕 ｜〔尾形乾山〕｜〔尾形光琳〕｜

〔久田宗全〕
�〔天然宗佐〕 	〔吽翁宗佐〕 ｜〔川上不白〕９０解説全文）


〔曠叔宗佐〕─ �〔祥翁宗佐〕─ �〔瑞翁宗佐〕─ 〔敬翁宗佐〕─ �〔無盡宗佐〕
（１４）〔千宗佐〕

〔裏千家〕
�〔仙叟宗室〕─ �〔常叟宗室〕─ �〔泰叟宗安〕─ �〔竺叟宗乾〕─ �〔一燈宗室〕

�〔石翁宗室〕─ �〔柏叟宗室〕｜ a〔千宗玄〕
〔千家武者小路〕
�〔一翁宗守〕─ �〔文叔宗守〕─ �〔眞伯宗守〕─ �〔眞斎宗守〕─ �〔啜斎宗守〕
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〔織部流〕
�〔古田織部正〕註８５）.─ 〔徳川秀忠〕｜〔慈胤法親王〕 ｜〔近衛信尋〕｜〔小堀政一〕｜〔本

阿弥光悦〕
〔薮内流〕
�〔剣仲紹智〕９１解説◎ ─〔真翁紹智〕─〔剣翁紹智〕─〔剣渓紹智〕─ （後略）
〔遠州流〕
�〔小堀政一〕９２解説◎ ─〔徳川家光〕｜〔小堀政尹〕｜〔沢庵宗彭〕註６５）｜〔江月宗玩〕註８１参照｜

〔滝本房昭乗〕９３解説◎｜〔狩野守信〕（後略）
その他

〔宗和流〕の〔金森宗和〕９４解説◎、『南方録』註３６に記述）の著者〔南坊宗啓〕９５解説◎、〔石州流〕の〔片桐貞
昌〕９６解説◎などがいる。

４ 茶書

本稿では｛江戸時代｝までの【茶人】の典拠として【茶書】を記載した。ここでは上記に記載
しなかったが重要な茶書を数例示す。
書影□『分類草人木』９７）【茶道】創世記の茶書。永禄七年（１５６４）〔武野紹鴎〕門〔真松斎春渓〕

筆録（奥書）。
書影◎〔田中仙樵〕９８）『茶禅一味』９９）１９０５年刊行。〔大日本茶道学会〕元会長の茶書
全文◎〔岡倉天心〕１００）『茶の本』（〔村岡博〕訳）１０１）

５ おわりに

日本美術のシソーラス構築には【絵画】、【彫刻】、【工芸】、【書】、【諸芸】、【建築】等の【視覚
芸術】に関わる〔人物〕、《作品》、【用語】の分類体系化が必要である。また、近現代まで含める
場合、【音楽】、【演劇】、【映像表現】等の【パフォーミングアーツ】が含まれ、せまい概念の【美
術】ではなく、【芸術】概念の体系化が必要になる。【茶道】は【総合芸術】として、【禅】、【絵
画】、【茶掛】、【茶道具】、【茶室】・【茶庭】等、複数分野の知識とその体系化が必要である。本稿
では、紙面の都合上、茶人の系統と茶書についてのみ、記載せざるを得なかった。本稿の改訂版
や、【陶芸】等記載しなかった人物、用語についてのデジタル化用基礎資料は、【Re-

searchGate】註３全文◎）にアップ可能であるので、今後作業を進める予定である。

注

１ Kokuritsu Kokkai Toshokan Digital Collection ｜【国立国会図書館デジタルコレクション】

http : //dl.ndl.go.jp/

〔国立国会図書館〕全蔵書中、【著作権】の切れた資料をデジタル化し、オープンデータ資料を含め、イ

ンターネット経由で１９９８年から公開しているサービス（詳細は『国立国会図書館デジタルコレクションの

歩み』を参照のこと http : //dl.ndl.go.jp/ja/history.html）。著作権が切れているが権利関係が不明な資料

は、要望のあり許可した図書館へ「図書館送信資料」として２０１４年からサービスを開始している。一般公

開を「書影◎」、「図書館送信資料」を「書影□」と表示する。

２ Nihon Bijutsu Sisaurus Database ｜【日本美術シソーラスデータベース】

https : //www.tulips.tsukuba.ac.jp/jart/

〔筑波大学日本美術シソーラスデータベース作成委員会〕（１９９２―９６）が作成した「絵画編」のデータベー

―８８―



スを２００５年３月からWeb公開。

３ ResearchGate https : //www.researchgate.net/ ドイツでメンテナンスしている研究者用 SNS。

Hiroatsu Fukudaページ：https : //www.researchgate.net/profile/Hiroatsu_Fukuda

４ Wikipedia ｜【ウィキペディア】https : //ja.wikipedia.org/wiki/メインページ ２００１年日本語版開設。

記事の履歴と個々の記事の典拠を保証することで誰でも自由に編集できる百科事典。従って、個々の記事

に典拠がない項目は信頼できないが、協同入力で記事を養成する。典拠のない記事は他言語を参照するか、

気づいた研究者が修正することが前提である。現在５０カ国語、日本語版は１０９万記事。

５ Koji Ruien Database ｜【古事類苑データベース】http : //base 1.nijl.ac.jp/~kojiruien/ 明治時代以前の

出典のある本邦最大辞典。〔国文学研究資料館〕と〔国際日本文化研究センター〕と共同の検索システム

がある。

６ kotobanku ｜【コトバンク】https : //kotobank.jp/dictionary/ 〔朝日新聞社〕等が提供。『ニッポニカ』

『マイペディア』等の全文と『世界大百科事典第２版』の抜粋がある。

７ Digital Archive ｜ 【デジタルアーカイブ】Digital preservation = デジタル保存の和製英語。解説はウ

ィキペディア等で参照されたい。

８ Kokubungaku Kenkyu Shiryokan : Denshi Shiryokan : Nihon Kotenseki Sogo Mokuroku DB｜【国文

学研究資料館 電子資料館日本古典籍総合目録 DB】http : //base1.nijl.ac.jp/~tkoten/

９ Google Books｜【Google ブックス】https : //books.google.co.jp/ 日本では慶應義塾大学図書館の書影

が利用できる。

１０ nihuINT ｜【nihuINT 統合検索システム】https : //int.nihu.jp/ 〔人間文化研究機構〕（〔国立歴史民俗

博物館＝歴博〕、〔国文学研究資料館＝国文研〕、〔国立国語研究所＝国語研〕、〔国際日本文化研究センター

＝日文研〕、〔総合地球環境学研究所＝地球研〕、〔国立民族学博物館民博〕）に〔地域研究拠点〕、〔国立国

会図書館〕、〔京都大学東南アジア地域研究研究所〕の DBの統合検索。

１１ Lu Yu ｜〔陸羽〕中国唐代の知識人。伝記は『新唐書卷二百十九』（列傳第一百二十一 隱逸）（維基文

庫）https : //zh.wikisource.org/wiki/新唐書/卷 196 にある。ここで【維基文庫】をデジタル典拠に入れた

のは、テキスト協同入力での「誤記事」がある場合、履歴を見ること、さらに、「誤記事」に気が付いた

研究者が訂正することを前提にしているからである。古典籍は写本の「誤記事」を校正することにも意味

がある。デジタル典拠も同様であるが、協同で典拠付きデータとして校正することで学問の深化に繋がる。

１２ Chakyo ｜『茶経. ３巻』/ 唐〔陸羽〕撰.―― 明刊（百川學海壬集）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2536555

【維基文庫】には全文がある。https : //zh.wikisource.org/wiki/茶經「類苑」では遊戯部「茶湯」、「茶湯

具」、「煎茶」等に複数記事がある。

１３ Saicho ｜〔最澄〕、〔伝教大師〕、日本〔天台宗〕の開祖。

コトバンク記事：https : //kotobank.jp/word/最澄―68072

ウィキペディア記事：https : //ja.wikipedia.org/wiki/最澄 「類苑」検索４５件。

http : //base1.nijl.ac.jp/infolib/meta_pub/G0035940kjr で最澄を検索。 茶を日本に持ち帰った記事：

『顕戒論縁起.巻上』（「国会デジコレ」伝教大師全集.第１巻 コマ１４９所収）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1020630/145?viewMode= 「（前略）三月初吉，避方景濃。酌新茗以

餞行。対春風以送遠。上人環國謁奏（後略）」

１４ Kukai ｜〔空海〕、〔弘法大師〕、日本〔真言宗〕の開祖。

コトバンク記事：https : //kotobank.jp/word/空海―16397

ウィキペディア記事：https : //ja.wikipedia.org/wiki/空海 「類苑」１２７件。

―８９―



http : //base1.nijl.ac.jp/infolib/meta_pub/G0035940kjr で空海を検索。空海と茶の記事：『遍照發揮性

靈集１０巻.［２』/〔大遍照金剛和尚〕文，慶長頃（国会デジコレ２５４３９４６コマ３２所収）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2543946 即ち「献梵字弁雑文表」弘仁五年（８１４）七月廿八日の項に

「暇時學印度之文茶湯座来乍」と、学問の間に茶湯を飲む生活が伺える。

１５ Chugoku niokeru Ocha Bunka no Tenkai to sono Nihon eno Shoki Denrai｜「中国におけるお茶文化の

展開とその日本への初期伝来』／〔徐，静波〕著『京都大学生涯教育学・図書館情報学研究』１０．２０１１，p．１５３

―１６３

https : //repository.kulib.kyoto―u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/139407/1/edsy10_153.pdf

１６ Tanoshimi no Cha to Tashinami no Cha｜「楽しみの茶と嗜みの茶 : 中国から見た茶の湯文化」／〔陸，

留弟〕

http : //www.nichibun.ac.jp/graphicversion/dbase/forum/index.html 〔国際日本文化研究センター〕「日

文研フォーラム」２００７．３．１３

１７ Eisai ｜〔栄西〕別称〔葉上房〕，〔千光祖師〕，〔明庵栄西〕【臨済禅】をコトバンク解説：

https : //kotobank.jp/word/明庵栄西―1114008 ウィキペディア解説： https : //ja.wikipedia.org/wiki/明

庵栄西 東京大学史料編纂所の「大日本史料総合データベース」

http : //wwwap.hi.u―tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller では１５記事ある。〔建仁寺開山堂〕安置の木像画

像は『京都茶業写真総覧』http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1086927 コマ７にあり。

１８ Kissa Yojoki ｜『喫茶養生記』／〔明庵栄西〕記．―― 銭屋惣四郎，刊年不明。

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2535733

【茶室】の【座敷飾】の書。『吾妻鏡 : 吉川本 第１―３』http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1920991

建保二年（１２１５）二月四日

記事コマ５６：「将軍家［源実朝］聊御病悩（中略）葉上僧正侯御加持之處、聞此事、称良薬、自本寺召

進茶一盞、而相副一巻書令献（後略）」

御加持（中略）進茶一盞、而相副一巻書令献之」が『喫茶養生記』である。

１９ Kosho Bosatsu Eizon no Jijoden nitsuite｜「興正菩薩叡尊の自叙傳について」／〔橋川，正，１８９４―１９３１〕

著（『日本仏教文化史の研究』中外出版，１９２４コマ２０８所収）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/971106/208?viewMode=〔叡尊〕が著した『感身学正記』（『西大寺叡

尊伝記集成』奈良国立文化財研究所編，１９５６所収書影□）からの解説。

２０ Kanto Okanki｜『関東往還記』／〔叡尊思円〕著．―１２６２（史籍雑纂，第１所収）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1912970 コマ９

２１ Nihon Koki｜『日本後記』（朝日新聞社本）〔荒山慶一〕入力・校訂．

http : //www.j―texts.com/chuko/koukiall.html 「弘仁六年六月壬寅令畿内井近江、丹波、播磨等国殖植

茶，毎年献之」つまり、嵯峨天皇は畿内等へ植茶させた記事。注１２の〔徐静波〕（２０１１） p．１５９では、〔嵯

峨天皇〕と〔最澄〕の関係を記述している。

２２ Kozanji Myoe Shonin Gyojo ｜『高山寺明恵上人行状』（『史籍雑纂．第一』国書刊行会，１９１１―１２所収）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1912970/17?tocOpened=1 コマ１７．

２３ Toganoosan Kosanji｜〔栂尾山高山寺〕Webサイト＞茶園 http : //www.kosanji.com/chaen.html

２４ Tocha ｜【闘茶】別名：「十種茶」，「百服茶」，「本非茶勝負」，「回茶」，「貢茶」，「茶寄合」，「茗茶」，「銘

闘」など。

２５ Taiheiki. Maki３９｜『太平記．巻３９』荒木利兵衛，１６５０ http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2570107

コマ２４「百服の本非を飲て、懸物如山積上たり」の記事。即ち、〔斯波高経道朝〕と〔佐々木道譽〕の争

―９０―



いで、道譽側の花見宴で百服の茶の本茶（明恵上人の栂尾の茶）と非茶（それ以外）を飲んで当て、懸賞

品を山積させた記事である。この「本非」を当てる競技を【闘茶】という。

２６ Ashikaga, Yoshimasa ｜〔足利，義政，１４３６―９０〕https : //ja.wikipedia.org/wiki/足利義政 ここで【ウ

ィキペディア】をデジタル典拠に入れたのは、【維基文庫】同様の理由からである。【ウィキペディア】は

個々の記事の「典拠」と「履歴」で記事を保証し、既に「公共財」としての事典に成長している。従って、

「誤記事」に気が付いた研究者等が訂正することを前提に記事を記載する。デジタル典拠は、協同で典拠

付きデータとして校正することで学問の深化に繋がるので協力されたい。

室町幕府８代将軍足利義政は、文化面では、【応仁の乱】後、文明十四年（１４８２）から【東山殿】を造

営。義政の【同朋衆】で『君台観左右帳記』を著した〔能阿弥〕の【唐物数寄】の茶道を大成させ、能阿

弥の勧めで〔村田珠光〕に着き【侘茶】の意識も入れた（〔渡辺誠一〕「侘茶の系譜 ：『山上宗二記』（１）」

（『明治大学人文科学論集』３４，p．２４―２７，１９８７．３

https : //m―repo.lib.meiji.ac.jp/dspace/bitstream/10291/4211/1/jinbunkagakuronshu_34_11.pdf 所

収）

２７ Noami｜〔能阿弥〕名〔真能〕。号〔鴎斎〕、〔春鴎斎子〕。複数辞典の【コトバンク】

https : //kotobank.jp/word/能阿弥 を参照のこと。能阿弥の『君台観左右帳記』に表れる美意識（唐

物の中でも基底としての「やまと絵」的、汎神論世界観のある書画・骨董を選ぶ美意識）は、以降現代ま

で日本美術の中核的位置を占める。

２８ Kundaikan Sochoki ｜『君台観左右帳記』／〔能阿弥〕著．―有隣堂，１８８４

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/849483

異本：写本 http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2539239 解題は『典籍説稿』／〔山田，孝雄，１８７３―

１９５８〕西東書房，１９３４書影◎http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1902258 コマ１７０，

２９ Okazariki ｜『御飾記』／〔能阿弥〕著．―写本（大永三年［１５２３］十二月九日松雪斎鑑岳真相刊、伊勢

貞春［１７６０－１８１３］及流布印本校合）「国会デジコレ２５３９２３１」書影◎

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2539231 「国文学研究資料館電子資料館」写本；寛永四年［１６２７］

八月十日写本，

３０ Karamonosuki ｜【唐物数寄】。解説【コトバンク】https : //kotobank.jp/word/唐物数寄―162050。

３１ Ikkyu Osho Nenpu｜『一休和尚年譜』

http : //base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G 0003917 KTM&C_CODE=0006−014205〔一休宗純〕別

名：周建，〔華叟禅師〕に師事。事跡により「風狂」と称される。８１才〔臨済宗大徳寺〕第４７世住職。

解説１： コトバンク： https : //kotobank.jp/word/一休宗純―15378 解説２：ウィキペディア；

https : //ja.wikipedia.org/wiki/一休宗純 。著書：『狂雲集』http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/822930

国訳『狂雲集』http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1920759 コマ１３６―

３２ Murata Juko（Murata Shuko）｜〔村田，珠光，１４２３―１５０２〕 コトバンク解説：

https : //kotobank.jp/word/村田珠光 幼名〔茂吉〕〔木一子〕別号：〔香楽庵〕，〔珠光庵〕，〔南星〕，〔独

炉庵〕。能阿弥に【唐物数寄】，【立花】を学ぶ。【連歌】

３３ Furuichi Choin ｜〔古市，澄胤〕 コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/古市澄胤 〔倫観房澄胤〕、

文明十年［１４７８］官符衆徒。

３４ Kanpu no Shuto ｜【官符衆徒】コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/官符衆徒

３５ Takeno Joo ｜〔武野，紹�，１５０２―５５〕コトバンク解説： https : //kotobank.jp/word/武野紹� 「類苑：

遊戯部七＞茶湯三＞茶人：画像：p．６０３」

http : //shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/html/yugi_1/yugi_1_0603.html 紹�論については、〔戸田勝久〕
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「武野紹�論 : 宗朝を中心として武野家の茶の湯を探る」（http : //jairo.nii.ac.jp/0050/00041672 ）他を

参照。

３６ Sen no Rikyu（Sen Rikyu）｜〔千，利休，１５２２―１５９１〕〔利休流〕茶道の祖。〔織田信長〕〔豊臣秀吉〕の

【茶頭】。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/千利休 ウィキペディア解説：

https : //ja.wikipedia.org/wiki/千利休 「類苑＞遊戲部七＞茶湯一」書影：p．３７６：

http : //shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/html/yugi_1/yugi_1_0376.html 『利休書状』が数多ある。例：

《千宗易（利休）書状》〔福岡市博物館〕蔵（【Google Art & Culture】掲載）

https : //www.google.com/culturalinstitute/beta/asset/千宗易―利休)書状/2 AHoqpDotrdqJw?hl=ja

茶書『南方録』は『ブリタニカ国際大百科辞典』

（コトバンク所収 https : //kotobank.jp/word/南方録―108975 ）にも「７巻。文禄２（１５９３）年成立。

千利休の高弟である堺の南宗寺の僧南坊宗啓が，利休から授かった口伝秘事を書きとどめたもの」と記さ

れるが、〔熊倉功夫〕の指摘等で現在は偽書説が通説（〔蒲生諒太〕「哲学者 ＝ 実践家としての久松真一：

茶道の講話を手がかりに」『京都大学大学院教育学研究科紀要』京都大学学術情報リポジトリ所収

https : //repository.kulib.kyoto―u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/189301/1/eda 60_209.pdf ほか、に詳し

い）。

伝記は弟子の〔山上宗二〕の『山上宗二記』を参照されたい。

３７ Digital Hoshiki no Tag ｜「デジタル方式のタグ」XMLや HTML、Media Wiki、JSONなど、デジタル

データの要素（例：タイトルとか作者とか、改行とか）を、単なるテキスト文に開始タグ、終了タグを決

めることで、コンピュータにタイトルとか作者とかの要素を分かるようにする仕組み。例えば冊子体でも

『著作のタイトル』のように従来から行われてきた（『が開始タグ、』が終了タグ）。

３８ Harverd Houshiki ｜【ハーバード方式】論文中に著者の姓（出版年）と書き、参照文献を巻末に記入す

るハーバード大学の方式。ここでは姓名（出版年）を記入し脚注番号で巻末参照にリンクを飛ばす

３９ Cha―shu（Chasho）｜『茶書』／｛明｝〔喩政〕輯，１６１３「国会デジコレ２５５４２０４」

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2554204 に以下の書がある。

NDLJP：２５５４２０４第１―２冊「仁部第１、２册『茶經３卷』／ 唐陸羽撰 第２册『張伯淵茶録１卷』／ 明張

源撰」

NDLJP：２５５４２０５第３―４冊「第３册『東溪試茶録１卷』／ 宋宋子安撰『宣和北苑貢茶録１卷』／ 宋熊蕃

撰『北苑別録１卷』／ 宋熊克撰『品茶要録１卷』／ 宋黄儒撰 義部 第４册『茶譜１卷』／ 明顧元慶撰『茶具圖

贊１卷』／ 明茅一相撰『茶寮記１卷』／ 明陸樹聲撰『 茗録１卷』／ 宋陶穀撰」

NDLJP：２５５４２０６第５―６冊「第５册『煎茶水記１卷』／ 唐張又新撰『水品２卷』／ 明徐獻忠撰『湯品１

卷』／ 唐蘇 撰『茶話１卷』／ 明陳繼儒撰 禮部 第６册『茗笈贊評２卷』／ 明屠本 撰『茗笈品藻１卷』／ 明

屠本 撰『煮泉小品１卷』／ 明田藝 撰 智部」

NDLJP：２５５４２０７第７―８冊「第７册『茶録１卷』／ 宋蔡襄撰『茶考１卷』／ 明陳師撰『茶説１卷』／ 明屠

隆撰『許然明茶疏１卷』／ 明許次 撰 第８册『茶解１卷』／ 明羅廩撰『蒙史２卷』／ 明龍膺撰『蔡端明別紀

摘録１卷』／ 明徐 撰『茗譚１卷』／ 明徐 撰 信部」

NDLJP：２５５４２０８第９―１０冊「第９、１０册『茶集２卷烹茶圖集１卷』／ 明喩政撰」

４０ Wei―ji Wen―ku（Wiki Bunko）｜【 基文 】https : //zh.wikisource.org/wiki/Wikisource :首 電子

図書館ウィキソースの中国語版

４１ Cha―shi（Chashi）｜『茶史』／〔劉源長〕全文： 維基文庫： https : //zh.wikisource.org/wiki/茶史 以

下、掲載著作：

〔陸羽〕『茶經』、〔裴�〕『茶述』、〔毛文錫〕『茶譜』、〔 太真〕『 真上茶條例』、〔蔡君謨〕『茶�』、〔蔡
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宗顏〕『茶山節對』、〔丁謂〕『北苑茶�』、〔蘇 〕『仙芽傳』、〔 儒〕『品茶要�』、〔鮑昭妹令暉〕『茶香茗
賦』、〔瀋存中〕『茶論』、〔張芝�叟〕『唐茶品』、『茶譜通攷』、〔宋徽宗〕『大觀茶論』、『十二篇』、『皆論碾

餅烹點』〔唐穀〕『十六湯』、【江州刺史】〔張又新〕『煎茶水記』、〔唐母景〕『茶飲序』、〔魏暸翁〕『 州茶記』

等。

書影：『茶史．巻１―２，補』／〔劉源長〕著 ；〔［劉謙吉〕輯 ；〔陸求可〕訂，〔梶田勘助〕，［出版年

不明］http : //www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/wo 09/wo 09_03696/index.html

４２ Jiao―ran（Konen）｜〔皎然〕詩僧 コトバンク解説： https : //kotobank.jp/word/皎然―62994

４３ Chakai to Chagei niokeru Shoyoso ｜「茶会と茶芸に関する諸要素 : 中国茶芸の歴史、文化、習慣、特

徴と日本茶道の型、気、美、禅」／〔陸，留弟〕『日本研究』３７，p，１３―５３書影◎

https : //ci.nii.ac.jp/naid/120005681495

４４ Hui―zong（Oyo―Shu）｜〔欧，陽脩〕コトバンク解説： https : //kotobank.jp/word/欧陽脩―449381

４５ Hui―zong（Oyo―Shu Shu）｜『欧陽脩集．巻６５』https : //zh.wikisource.org/wiki/歐陽修集/卷 065「龍

茶録後序」に「茶為物之至精，而小團又其精者，�敘所謂上品龍茶者是也」と記す（註３８陸留弟（２００８）

p．２２に和訳あり）。

４６ Hui―zong（Kiso Kotei）｜〔徽宗皇帝〕〔北宋〕第八代皇帝。〔金軍〕の捕虜となり、〔五国城〕で没す。

悪政の皇帝だったが、書画文の才で、書体【痩金体】を創始、画では【院体画】の大家で著名。コトバン

ク解説：https : //kotobank.jp/word/徽宗―５０６９３ ウィキペディア解説：

https : //ja.wikipedia.org/wiki/徽宗

４７ Da Guan Cha Lun ｜『大観茶論』／〔趙佶〕著 全文◎： 維基文庫

https : //zh.wikisource.org/wiki/大觀茶論

４８ CiNii Articles〔国立情報学研究所〕が収集提供。日本の学術論文の記事全文検索・書誌検索。オープン

な学会誌は【J―Stage】へ移行。https : //ci.nii.ac.jp/

４９ J―STAGE｜〔国立研究開発法人科学技術振興機構〕（JST）が収集提供。

https : //www.jstage.jst.go.jp/browse/―char/ja/ 日本のオープンな学術論文の記事全文検索。

５０ JAIRO｜〔国立情報学研究所〕が収集提供。 http : //jairo.nii.ac.jp/ 日本の大学等研究機関のオープン

なデジタルアーカイブの横断全文検索。

５１ Chaji Daikeifu ｜「茶人大系譜」（「類苑」遊戲部九＞茶湯三）

http : //base 1.nijl.ac.jp/infolib/meta_pub/G0035940kjr「類苑」で「茶道 系譜」を検索。

５２ Nittsu ｜〔日通〕〔日蓮宗〕｛京都｝〔本法寺〕第十世。

コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/日通―17343 〔本阿弥家〕、〔長谷川等伯〕が帰依。著書『等

伯画説』http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1873191書影□

５３ Toyotomi Hideyoshi ｜〔豊臣，秀吉，１５３６―９８〕関白。

コトバンク解説；https : //kotobank.jp/word/豊臣秀吉

ウィキペディア解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/豊臣秀吉 茶会記に『北野大茶湯之記』（書影◎

〔早稲田大学図書館〕蔵

http : //www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/wo 09/wo 09_04286/index.html ）。「類苑」遊戯部七＞

茶湯一に「北野の茶湯」で出現：

http : //shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/html/yugi_1/yugi_1_0376.html

５４ MatsuyaKaiki｜『松屋会記』（〔桂又三�〕校註 松屋會記が雑誌『日本美術工芸』に連載である。国会

デジコレ書影□（１）２２８１５７５―（３）２２８１５７７，（４）２２８１５７９―（９）２２８１５８４まで，

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2281575 以下略）
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５５ Nihon Kissa Shiryo｜『日本喫茶史料』／〔黒川，真道，１８６６―１９２５〕青山堂，１９０９．

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/860747

５６ SAT Shinshu Taisho Daizokyo Text Database｜【SAT 新修大正大蔵経テキストデータベース検索】：

http : //21 dzk.l.u―tokyo.ac.jp/SAT/satdb 2015.php

５７ Eichu（Yochu）｜〔永忠〕：〔梵釈寺〕。宝亀三年（７７２）〔武生鳥守〕に随伴「送渤海客使武生鳥守等

解纜入海」遣唐使。弘仁六年（８１５）四月癸亥、〔嵯峨天皇〕｛近江国韓崎｝行幸に際し、「手自煎茶奉御」、

つまり、煎茶を捧げた（『日本後記．巻廿四』全文◎：〔荒山慶一〕氏入力『日本後紀（朝日新聞社本）』

http : //www.j―texts.com/chuko/kouki 24.html 書影◎：『六国史 : 国史大系． 日本後記・続日本後

記・文徳実録』経済新聞社，１９１６，国会デジコレ コマ９５所収

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/950690/79?viewMode= ）

５８ Ennin ｜〔円仁〕：〔慈覚大師〕。〔最澄〕の弟子。承和五年～十四年（８３８―４７）の唐滞在記『入唐求法

巡礼行記』を著す（東洋文庫論叢； 第７所収）。第１―第４：

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/987528 ― http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/987531【団茶】記事は

〈会昌〉五年（８４５）五月十五日

５９ Jojin ｜〔成尋〕〔天台宗〕僧侶。〔善慧大師〕【阿闍梨傳燈大法師位】。コトバンク解説：

https : //kotobank.jp/word/成尋―79382「〔藤原佐理〕の子記事は誤りか」とウィキペディア解説；

https : //ja.wikipedia.org/wiki/成尋 で示している。

〔善慧大師〕の事情については、「成尋の在宋活動についての一考察 : 宮廷における祈雨を中心に」／〔曹

星〕（『朝日大学一般教養紀要』３９，２０１３，p．６７―７７所収）https : //ci.nii.ac.jp/naid/110009803939 を参照さ

れたい。

６０ San Tendai Godaisanki ｜〔成尋〕『参天台五台山記．八巻』書影◎コマ５

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/952819/5?viewMode=

６１ Dogen｜〔道元〕 コトバンク解説： https : //kotobank.jp/word/道元―103480

ウィキペディア解説： https : //ja.wikipedia.org/wiki/道元

古事類苑 DB : http : //base1.nijl.ac.jp/infolib/meta_pub/G0035940kjr 典拠付き解説や引用が２６件。

６２ Eihei Gen Zenji Seiki ｜『永平元禅師清規』／〔道元〕書影◎

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/822860/38?tocOpened=1 コマ３８。

「SAT」http : //21 dzk.l.u―tokyo.ac.jp/SAT/satdb 2015.php では「道元 茶」検索で「永平清規（No．２５８４

道元撰 ）in Vol.８２」に該当記事がある。

６３ Gen’e Hoin ｜〔玄恵〕【法印】、〔独清軒〕〔健叟〕〔玄慧〕。

コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/玄恵―60269

６４ Kissa Orai ｜『喫茶往来』／〔玄恵〕撰（国会デジコレ１７０８８１４コマ２０７）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1708814/207

６５ Takuan Soho ｜〔沢庵宗彭〕【法印】、〔独清軒〕〔健叟〕〔玄慧〕。

コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/玄恵―60269

６６ Kenpo Fudo Chishimyoroku ｜『剣法不動智神妙録』/〔沢庵宗彭〕著；〔伊藤康安〕編解，昭和書房，１９３４

（新釈沢庵和尚法語コマ１４５所収）http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1259004/110?tocOpened=1

６７ Kechijoshu ｜『結縄集』／〔沢庵宗彭〕著；〔伊藤康安〕編解，昭和書房，１９３４（新釈沢庵和尚法語コ

マ１４３―１４４所収）http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1259004/110?tocOpened=1 沢庵の禅は〔笠井哲〕「沢

庵禅と茶道」（『印度學佛教學研究』４９（１），２０１０，p．２４６―２５０に詳しい。

https : //www.jstage.jst.go.jp/article/ibk 1952/49/1/49_1_246/_pdf/―char/en
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６８ Ingen ｜〔隠元〕｛城州｝〔萬福寺〕沙門〔隆�〕〔大光普照国士〕。『和漢高僧伝．下』（国会デジコレ８１７５２０）

コマ３８ http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/817520書影◎。『本朝高僧伝．四十五：浄禅』（「類苑」宗務部

第１巻）

http : //shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/html/syuk_1/syuk_1_0765.html書影◎ コトバンク解説：書影

◎

https : //kotobank.jp/word/隠元―437284

６９ Saga Tenno ｜〔嵯峨天皇〕コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/嵯峨天皇―68518 ウィキペデ

ィア解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/嵯峨天皇 注４９記事に加え『日本後記．卷廿四』「弘仁六年［８１５］

六月壬寅 令畿内并近江。丹波。播磨等國殖茶。毎年獻之」とあるように植茶された。

７０ Ogimachi Tenno ｜〔正親町天皇〕コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/正親町天皇―17864 ウ

ィキペディア解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/正親町天皇 。

７１ Kinri Chakai ｜【禁裏茶会】記事：〔廣田吉崇〕「近代における茶の湯家元と天皇の距離」（『日本研

究』，４４，２０１１，p．７７―１３０）http : //202.231.40.34/jpub/pdf/js/IN 4402.pdf によると天正十三年九月の「利

休居士号」等の記録を万延元年（１８６０）〔千宗室〕（玄々斎）口上の事情を論じている。〔表千家〕Webサ

イト「茶の湯：こころと美」＞「利休の生涯」http : //www.omotesenke.jp/list 3/list 3―1/list 3―1―3/

７２ Minamoto―no―Sanetomo ｜〔源実朝〕コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/源実朝 ウィキペ

ディア解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/源実朝 。

７３ Azumakagami Kiji Kensaku Hoho｜『吾妻鏡』記事 検索方法：「類苑」で「実朝 茶」→「方技部十

一： 醫術二：内科」で『本朝醫談』記事：「東鑑建保二年二月己亥、將軍○源實朝 聊御病惱、�人奔

走、但無殊御事、去夜御淵醉餘氣歟、爰葉上 正候御加持之處、聞此事、稱良藥自本寺召進茶一盞、而相

副一卷書令獻之、（中略）一卷の書といふは、 喫茶養生記也、茶の功能を擧たれども、元來醫家の書に

あらざれば、もれたる主能もあり（後略）」のような記事が出る。（下線は筆者）。 次に、【Google】で「吾

妻鏡 全文 葉上僧正」と絞込み検索→

http : //www 5 a.biglobe.ne.jp/~micro―8/toshio/azuma/121402.html の該当記事が出る。

７４ Matsudaira Fumai ｜〔松平不昧〕コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/松平不昧 ウィキペデ

ィア解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/松平治郷 。伝記：『松平不昧伝』/〔松平家編集部〕慶文堂書

店，１９１８ http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/953154/2?tocOpened=1

７５ Kokon Meibutsu Ruiju ｜『古今名物類聚』／〔陶斎尚古老人〕述 （国会デジコレ２５６３６７７全９巻

目次：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2607844?tocOpened=1 〔松平不昧〕が〔陶斎尚古老人〕名の

著書。

７６ Ii Naosuke ｜〔井伊直弼〕コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/井伊直弼 ウィキペディア解

説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/井伊直弼 。

７７ Chato Ichieshu ｜『茶湯一會集 : 全』／〔井伊直弼〕著；〔井伊文子〕編述 井伊家史料保存会１９７５．３

所在情報：https : //ci.nii.ac.jp/ncid/BA41532128

７８ Dokushi Biyo ｜『読史備要』／〔東京帝国大学文学部史料編纂所〕編 （国会デジコレ１９１５７３３ コマ５５４）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1915733/554

７９ Shingei （Geiami）｜〔芸阿弥〕コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/芸阿弥 ウィキペディア

解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/芸阿弥 。「類苑」「遊戯部七＞茶湯一」

http : //base 1.nijl.ac.jp/~kojiruien/ 「真芸検索」

８０ Shinso（Soami）｜〔相阿弥〕（―１５２５）〔中尾，真相，―１５２５〕〔松雪斎〕，〔鑑岳〕。〔足利義政〕の【同朋

衆】。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/相阿弥 ウィキペディア解説：

―９５―



https : //ja.wikipedia.org/wiki/相阿弥 。「類苑」「遊戯部七＞茶湯一」

http : //base 1.nijl.ac.jp/~kojiruien/ 「真相検索」。【床飾り】・【唐絵】鑑定書に『君台観左右帳記』有隣

堂，１８８４．（書影◎「国会デジコレ８４９４８３」http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/849483 ）がある（伝承の祖

父の撰でない（解題：『典籍説稿』/〔山田孝雄〕著「国会デジコレ１９０２２５８」コマ１７１

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1902258 ）。

『君台観左右帳記』を詳細にしたものに『御飾記』（大永三年（１５２３）撰、万治三年（１６６０）出版）があ

る。（国会デジコレ２５３９２３１ http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2539231 ）

８１ Tsuda Sotsu ｜〔津田，宗達，１５０４―６６〕｛堺｝の【豪商】〔天王寺屋〕〔宗伯〕の子。【茶人】。コトバン

ク解説；https : //kotobank.jp/word/津田宗達 ウィキペディア解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/津田

宗達 茶書に子の〔津田宗及〕、〔津田宗凡〕、〔江月宗玩〕の茶会記『天王寺屋会記』がある（『茶道古典

全集．第８巻』/〔千宗室〕等編，淡交新社，１９５９所収）書影□ 「国会デジコレ２４６６３８４

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2466384

８２ Tsuda Sogyu ｜〔津田，宗及，―１５１９〕｛堺｝の【豪商】【茶人】。〔津田宗達〕の子。コトバンク解説；

https : //kotobank.jp/word/津田宗久 ウィキペディア解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/津田宗久

茶書に『津田宗及茶湯日記』がある（「国会デジコレ１１１４５３２」http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1114532

）。「類苑」遊戯部＞茶湯扁三＞流派に「津田宗吸」で出現：

http : //shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/html/yugi_1/yugi_1_0597.html

８３ Kamiya Sotan ｜〔神谷，宗湛，１５５３－１６３５〕｛博多｝活躍の【豪商】【茶人】。コトバンク解説；

https : //kotobank.jp/word/神谷宗湛 ウィキペディア解説：https : //ja.wikipedia.org/wiki/神谷宗湛

茶書に『宗湛日記』がある（前扁 書影□「国会デジコレ１１８５５０６」

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1185506 後扁：書影□ １１８３９２６

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1183926 ）。「類苑」遊戯部＞茶湯扁＞茶室に「神谷宗湛筆記」で出

現：http : //shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/html/yugi_1/yugi_1_0597.html

８４ Imai Sokyu ｜〔今井．宗久，１５２０―１５９３〕｛堺｝の【豪商】。茶書に『今井宗久茶湯日記抜書』がある。

『今井宗久茶湯書抜：静嘉堂文庫蔵本』／〔今井，宗久〕著：〔竹浪菴，休叟〕編．――渡辺書店，１９７４．

所蔵：https : //ci.nii.ac.jp/ncid/BN12635107

８５ Furuta Oribe ｜〔古田．織部，１５４３―１６１５〕｛美濃｝出身の武将で、〔織田信長〕、〔豊臣秀吉〕に仕え、〔千

利休〕の高弟。「織部焼」、茶流〔織部流〕の祖。茶書に『古田織部伝書』がある（書影□ 国会デジコレ

２４６６８９４ コマ１３８ http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2466894 同１２３０９９９

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1230999 等がある）。

８６ Hosokawa Sansai（Hosokawa Tadaoki）｜〔細川，忠興，１５６３―１６４６〕豊前小倉藩主・肥後細川家初代。

コトバンク解説；https : //kotobank.jp/word/細川三斎 ウィキペディア解説：

https : //ja.wikipedia.org/wiki/細川忠興 茶書に『細川三斎茶書』（解題：『茶道大鑑』所収 書影□

国会デジコレ１１９０５８０ http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1190580コマ２５所収）「類苑」遊戯部九＞茶

湯三に書影 http : //shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/html/yugi_1/yugi_1_0597.html

８７ YamanouenoSoji ｜〔山上．宗二，１５４４―９０〕｛堺｝の【豪商】。〔千利休〕高弟で、〔豊臣秀吉〕の元【茶

頭】。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/山上宗二 ウィキペディア解説：

https : //ja.wikipedia.org/wiki/山上宗二 茶書に『山上宗二記』がある（『宗二之記』写本。書影◎ 国

会デジコレ２５３８３６７ http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2538367

８８ Rikyu Shichitetsu ｜【利休七哲】。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/利休七哲―1606272

８９ Yamada Sohen｜〔山田宗 〕〔三河小笠原家〕の茶頭。

―９６―



コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/山田宗 茶書に『茶道便蒙抄』（１巻～５巻：全号纏め

サイト：国会デジコレ ２６１０９２６書影◎）

http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2610926 がある。

９０ Kawakami Fuhaku｜〔川上不白〕〔表千家〕七世〔如心斎宗左〕の弟子。江戸に下り〔江戸千家〕を興

す。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/川上不白

９１ Kenchu Jochi（Yabunouchi Jochi）｜〔藪内，紹智，１５３６―１６２７〕。〔藪内宗把〕の養子。〔武野紹�〕の

高弟で、〔藪内流〕の祖。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/藪内紹智（初代） 以降の歴史

は公式サイト【藪内家の茶】http : //www.yabunouchi―ennan.or.jp/ を参照されたい。

９２ Kobori Masakazu（Kobori Enshu）｜〔小堀遠州，１５７９―１６４７〕。｛近江｝〔小室藩〕初代藩主。〔駿府城〕

〔仙洞御所〕等を造営。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/小堀遠州 ウィキペディア解説：

https : //ja.wikipedia.org/wiki/小堀政一 『小堀遠州茶会記集成』/〔小堀宗慶〕著．主婦の友社，１９９６ 書

誌のみ https : //ci.nii.ac.jp/ncid/BN 14932136

９３ Shokado Shojo（Takihonbo Shojo）｜〔松花堂昭乗，１５８２―１６３９〕。〔石清水八幡宮〕社僧。 コトバンク

解説；https : //kotobank.jp/word/松花堂昭乗 茶書に『松花堂茶会記』（『茶道全集．巻の５』創元社，１９３６

所収）がある。国会デジコレ１２３１０８３http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1231083

９４ Kanamori Sowa ｜〔金森，宗和，１５８４―１６５６〕。｛飛騨｝〔高山城〕主〔金森可重〕の子。茶道〔宗和流〕

祖。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/金森宗和 ウィキペディア解説：

https : //ja.wikipedia.org/wiki/金森宗和 茶書に『金森宗和茶会記』がある（『金森宗和茶書』/〔谷，

晃〕編．思文閣，１９９７．書誌：https : //ci.nii.ac.jp/ncid/BA 32222050 ）。

９５ Nanbo Sokei〔南坊宗啓〕。〔臨済宗〕〔南宗寺集雲庵〕の住職。〔千利休〕高弟。著書『南方録』（現在で

は偽書説が通説）。コトバンク解説：https : //kotobank.jp/word/南坊宗啓

９６ Katagiri Sadamasa（Katagiri Sekishu）｜〔片桐石州〕。〔大和小泉〕城主。〔桑山宗仙〕に茶を師事。コ

トバンク解説：https : //kotobank.jp/word/片桐石州

９７ Bunrui Sojinboku ｜『分類草人木』（『茶道全集．巻十二』創元社，１９３７．

国会デジコレ１２３１２３７ 所収 http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1231237 ）同書には「草人木」や、

〔桑田忠親〕「初期茶道史文獻資料解説」等もある。

９８ Tanaka Sensho ｜〔田中，仙樵，１８７５―１９６０〕〔千宗室〕弟子。コトバンク解説：

https : //kotobank.jp/word/田中仙樵

９９ Chazen Ichimi ｜『茶禅一味』光融館，１９０５http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/823364

１００ Okakura Tenshin ｜〔岡倉，天心，１８６３―１９１３〕本名〔覚三〕。美術行政家。〔茨城県天心記念五浦美

術館〕の解説：http : //www.tenshin.museum.ibk.ed.jp/okakura/

１０１ Cha no Hon ｜『茶の本』／〔岡倉，覚三〕著；〔村岡，博〕訳．—岩波書店，１９６５書影◎ 国会デ

ジコレ １１２５９８７ http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1125987

―９７―


